






































































































してしヽる。 ...•.....•.....•.............. 11 
してしヽない。 ・・・・・・・・・・・・・・ 1 
9時問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 
8時問・・・................................. 4 
7時問・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 




かなり きつVヽ。 ・・・・・・・・・・・・ 1 
まあまあきつい。..................... 6 
それほどでもない。 ・・・・・.…... 4 
楽だと思う。 ・ ・・・・・・・・・・・.. 0 
無回答・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 




問：あなたは今日，眠いですか。 とても眠Vヽ。.............. 4 
まあまあ眠い。........................ 5 
それほど眠くない。.................. 1 








































日本国憲法の成立 （文献• 新聞からの複写） 毎日新聞社 現代社会
1975年ほか
『ミナミの帝王』 68,69 



































































































































































































































































































































わかりにくい。 ゜楽しい。 6 
普通。 8 














































どもの文化.40 (3), p42-48. 
村山祐治 (2003): 高校生と紙芝居ワークショッ
プ．子どもの文化.35 (9), p34-48. 
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という手ごたえをえて，社会科に対する学習意
欲を増大させているという感触がえられること
もある。すなわち，夜間定時制高校における紙
芝居を用いた社会科授業は，かつての原っばで
の紙芝居がそうであったように，夜の教室に集
まってくる生徒たちと演じ手の教師とが同じ
空間を共有し，場を盛り上げながら授業を作っ
ていく教授方法であるといえよう。
以上の点から，仕事を終えて登校してくる，夜
間定時制高校の多様な生徒たちを集中させ，か
れらが「楽しい」と感じることができるような
手軽な社会科教材として， 自作の紙芝居を位置
づけることができよう。さらにいうと，生徒と
教師とのやりとりを促し，社会科授業を深める
ツールとしても，夜間定時制高校での自作の紙
芝居の活用は有効なのではないかと考えられる。
註
1)現在の夜間定時制高校がかかえるこうした状
況について，千菓 (2008) は，「…80年代に
は，…いわゆる勤労学生の比率は低下し，な
んらかの理由で全日制高校に入れなかった不
本意入学者が増加するようになってきた。」
「在学する生徒像も正規雇用の勤労学生はご
く少数となり，さまざまな背景や課題をもっ
た生徒で占められるようになった。退学率も
高くなり，卒業までこぎ着けるのは， 5割と
いう夜間定時制高校も少なくない。」と述べ，
社会に広がる格差を背景として夜間定時制高
校の生徒像が，複雑さを増していると分析し
ている。
2) この写真は，津平和のための戦争展実行委員
会 (1989)より転載した。
3)有田 (1999)より。
